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滝
山
城
跡

「続
日
本
１００
名
城
」に

日
本
城
郭
協
会
が
六
日
に
発
表
し
た

「
続
日
本

１
０
０
名
城
」
に
選
ば
れ

た
八
王
子
市

の
滝
山
城
跡

で
八
日
、
「
滝
山
城
跡
桜
ま

つ
り
」
が
開
か
れ
た
。

滝
山
城
跡
文
化
協
会
と
地
元
の
加
住
地
区
町
会

・
自
治
会
連
合
会
が
地
域
を

盛
り
上
げ
よ
う
と
主
催
し
、
今
回
で
五
十

二
回
目
。
訪
れ
た
市
民
ら
が
見
ご

ろ
を
迎
え
た
桜
を
楽
し
み
な
が
ら
、
名
城
選
定
を
祝

っ
た
。
　

（
萩
原
誠
）

満開の桜の下 祝う

▼
ぬ

滝
山
城
跡
に
は
ソ
メ
イ
ョ
シ

ノ
な
ど
の
桜
が
植
え
ら
れ
て
い

る
。
中
の
丸
広
場
で
は
地
元
小

中
学
生
に
よ
る
少
林
寺
拳
法
の

演
武
、
住
民
ら
に
よ
る
舞
踊
や

歌
な
ど
が
披
露
さ
れ
た
。
甲
冑

０
桜
の
下
を
行
列
す
る
甲
冑
隊

●
ス
テ
ー
ジ
で
は
少
林
寺
拳
法
の
演
武
な
ど

が
披
露
さ
れ
た
＝
い
ず
れ
も
八
王
子
市
で

少林寺拳法の演武や甲冑武者行列
武
者
行
列
や
火
縄
銃
の
発
砲
な

ど
も
あ
り
、
名
城
選
定
後
初
の

ま
つ
り
を
盛
り
上
げ
た
。

市
教
委
な
ど
に
よ
る
と
、
滝

山
城
は

一
五
二

一
年
に
武
蔵
国

守
護
代
の
大
石
定
重
が
築
城
し

た
と
さ
れ
る
。
そ
の
後
、
北
条

氏
康
の
支
配
下
に
入
り
、
氏
康

の
子
で
あ
る
氏
照
の
居
城
に
な

っ
た
。
武

田
信
玄
な
ど
か
ら
猛

攻
を
受
け
、
氏
照
は
領
地
の
備

え
を
よ
り
固
め
る
た
め
約
九

ロ
キ

南

西

の
地

に

八

王

子

城

を

築

一

き
、
拠
点
を
移
し
た
。
移
転
の

時
期
は
定
か
で
は
な
い
が
、
八

〇
年
代
と
さ
れ

て
い
る
。

日
本
城
郭
協
会
は

二
〇
〇
六

年

に

「
日
本
１
０
０
名
城
」
を

発
表
し
、
八
王
子
城
が
選
ば
れ

た
。
協
会
五
十
周
年
事
業
と
し

て
新
た
に
選
定
し
た

「
続
日
本

１
０
０
名
城
」
で
滝
山
城
が
加

わ
り
、
市
内
の
名
城
は

二
つ
に

な

っ
た
。
滝
山
城
は
歴
史
的
経

緯

の
ほ
か
、
堀
な
ど
の
遺
構
が

良
好
な
状
態
で
価
値
が
高
い
と

評
価
さ
れ
た
と
い
う
。

滝
山
城
跡
文
化
協
会
の
高
橋

清

一
会
長
Ｑ
し
は

「
保
全
活
動

に
携
わ

っ
た
多
く
の
人
た
ち
の

努
力
が
実

っ
た
」
と
喜
ぶ
。
草

刈

り

や

ボ

ラ

ン
テ

ィ
ア
ガ

イ

ド
、
甲
冑
隊
の
再
現
な
ど
に
取

り
組
む
滝
山
城
跡
群

・
自
然
と

歴
史
を
守
る
会
の
尾
熊
治
郎
理

事
長
Ｑ
し
は

「
今
後
も
保
存

・

活
用
に
向
け
て
地
域
が
盛
り
上

が
り
、
み
ん
な
が
誇
り
に
思
う

城
跡
に
な
る
お
手
伝
い
を
し
た

い
」
と
話
す
。
石
森
孝
志
市
長

は

「
市
の
歴
史
を
知
る
貴
重
な

文
化
遺
産
で
、
こ
れ
か
ら
も
史

跡
の
保
護
、
活
用
に
積
極
的
に

取
り
組
む
」
と
コ
メ
ン
ト
し
た
。

計

王
子
で
ま
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